
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
22条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

名
称
：

所
在
地
：

担
当
者
氏
名
及
び
連

絡
先

部
署
：

氏
名
：

電
話
番
号
：

水
銀
等
の
貯
蔵
に
係

る
主
た
る
事
業

水
銀
等
の
貯
蔵
に
係

る
主
た
る
事
業
を
所

管
す
る
大
臣

前
年
度
の
年
度
末
に

お
い
て
貯
蔵
し
て
い

た
水
銀
等
の
種
類
別

の
量

前
年
度
に
お
け
る
水

銀
等
の
貯
蔵
状
況

別
紙
２
の
と
お
り
。

指
針
に
基
づ
き
実
施

し
た
取
組
等

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

水
銀
等
の
貯
蔵
に
関
す
る
省
令

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
報
告
を
要
す
る
水
銀
等
貯
蔵
者
の
要
件
）

第
二
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
水
銀
等
ご
と
に
、
そ
の
年
度

（
そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
事
業
所
ご

と
に
貯
蔵
し
た
水
銀
等
の
最
大
量
が
当
該
各
号
に
定
め
る
数
量
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

水
銀
及
び
そ
の
混
合
物
（
水
銀
と
水
銀
以
外
の
金
属
と
の
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、
水
銀
の
含
有
量
が
全
重

量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

二

塩
化
第
一
水
銀
及
び
そ
の
混
合
物
（
塩
化
第
一
水
銀
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

三

酸
化
第
二
水
銀
及
び
そ
の
混
合
物
（
酸
化
第
二
水
銀
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

四

硫
酸
第
二
水
銀
及
び
そ
の
混
合
物
（
硫
酸
第
二
水
銀
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

五

硝
酸
第
二
水
銀
及
び
硝
酸
第
二
水
銀
水
和
物
並
び
に
そ
れ
ら
の
混
合
物
（
硝
酸
第
二
水
銀
及
び
硝
酸
第
二
水
銀

水
和
物
の
含
有
量
の
合
計
が
全
重
量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

六

硫
化
水
銀
及
び
そ
の
混
合
物
（
辰し
ん

砂
を
除
き
、
硫
化
水
銀
の
含
有
量
が
全
重
量
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

も
の
に
限
る
。）
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

七

辰
砂

含
有
す
る
硫
化
水
銀
の
量
が
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

（
貯
蔵
に
関
す
る
報
告
）

第
三
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
六
月

末
日
ま
で
に
、
別
記
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
事
項
）

第
四
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
次
の
事
項
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

水
銀
等
貯
蔵
者
に
お
い
て
行
わ
れ
る
水
銀
等
の
貯
蔵
に
係
る
事
業

四

年
度
当
初
に
貯
蔵
し
て
い
た
水
銀
等
の
種
類
別
の
量

五

製
造
し
、
又
は
引
渡
し
を
受
け
た
水
銀
等
の
種
類
別
の
量

六

使
用
し
、
引
き
渡
し
、
又
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
と
な
っ
た
水
銀
等
の
種
類
別
（
使
用
し
、
又
は
引
き
渡
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
水
銀
等
の
種
類
別
及
び
使
用
又
は
引
渡
し
の
目
的
別
）
の
量

七

引
き
渡
し
、
又
は
引
渡
し
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

八

年
度
末
に
お
い
て
貯
蔵
し
て
い
た
水
銀
等
の
種
類
別
の
量
及
び
貯
蔵
の
目
的

九

法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
に
基
づ
き
実
施
し
た
取
組
そ
の
他
水
銀
等
の
環
境
上
適
正
な
貯
蔵
の

た
め
に
実
施
し
た
取
組

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
か
ら
施
行
日
の
属
す
る
年
度
の
年
度
末
ま
で
」
と
、
同

条
第
四
号
中
「
年
度
当
初
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
」
と
す
る
。

様
式
（
第
三
条
関
係
）

水
銀
等
貯
蔵
報
告
書

平
成

年
月

日
主
務
大
臣
殿

報
告
者
住
所

氏
名

印
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

〇
総

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

令
第
一
号

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
水
銀
等
の
貯
蔵
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

森
山

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
井

啓
一

防
衛
大
臣

中
谷

元
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